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取　組　状　況
1.成果
 デザイン思考で知られている5つのステップ、すなわち①共感、②問題発見・
定義、③アイディア発想、④プロトタイピング、⑤テスト(検証)のうち、従来は
「②問題発見・定義」に留まることが多かったが、今年度は「③アイディア発
想」の段階に進むことができ、個人作業とグループ作業との関連を体験させ
ることができた。

2.課題
　グループとしてのアイディアの策定や、それに基づいた④プロトタイピングに
至ることができていないことが課題である。エンジニアリングデザインを行う期
間内に試験に関する解説を行っていることも取組時間を現象させている原因
なので、授業構築の検討が必要である。
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